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2024年度にスタートしました「ONSAの新たな活動方針」に基づき、新たに関西を中心とする活動・連

携拠点をめざす取り組みを開始しました*)。これまでに 5 つの専門部会が設置されて活動を始め、その

他いくつかの部会についても準備を行っています。また会員からの依頼を受けて、産学連携活動として

共同研究の開始に向けて貢献しました。2026年度も会員のニーズに合った事業を効果的に行うため、企

画運営委員会を中心に各事業の内容を検討すると共に、専門部会のさらなる設置と会員の増加に務めま

す。事業の実施に当たり、経費削減に努め、収入の増加を図ります。 

＊) ONSA放射線利用総合シンポジウム資料集（「ONSAの活動状況と新たな取組み」2024年度第 33回

pp.6-8、「ONSAの活動とその意義」2025年度第 34回 pp.6-9）） 

 

 

 

6 月 1 日（月）、ONSA 事務局があるサンエイビルにおいて、2026 年度第 1 回定時会員総会が開催され

ました。多くの会員の参加と、事前に書面による議決・委任の手続きによる出席をいただきました。 

議決権のある正会員 61のうち、委任状・議決権行使を含めた出席 47による総会成立が確認され、水

田仁会長を議長として次の項目について議事が進められた。審議の結果、議案は全て原案どおり承認さ

れて決議されました。 
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2026年度からの事業の方針 
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・報告事項；2025年度事業報告（会長及び専務理事の職務執行状況の報告） 

・第 1号議案：2025年度貸借対照表・損益計算書(正味財産増減計算書)・財産目録 

・貸借対照表及び損益計算書の注記と監査報告 

・第 2号議案：2026年度事業計画書と収支予算書 

・第 3号議案：任期満了に伴う役員選任 

任期満了となる理事と監事が改選され、さらに後の理事会で会長、副会長、専務理事が次の通り選定

されました。なお理事、監事の任期はそれぞれ 2、4年です。 

会長   水田 仁 

副会長   益田 喜弘 

副会長   山口 多賀幸 

副会長  古田 雅一 

副会長   川端 祐司 

専務理事 奥田 修一 

理事     岸田 哲二  

理事     永井 正哲  

理事     小田 啓二  

理事     西川 信也  

理事     藤田 秀樹  

理事     松野 和彦  

理事     上田 聡  

理事     松下 義尚  

理事     松原 重行  

監事     松田 淳  

監事     宮地 秀和  

 

続いて同会場で 2025年度 ONSA賞授賞式が行われ、水田会長から 4名の受賞者に賞状と賞金が贈呈さ

れました。それぞれの受賞者の挨拶の後、記念撮影が行われました。業績の概要はこのニュースで紹介

します。 

総会の閉会後会場では引き続き、参加会員、ONSA賞受賞者、関係者で昨年度に続いて交流会が行われ、

なごやかな時間を過ごしました。 

 

 

 

事業計画は概ね従来からのものを基本として継続すると共に、より魅力あるものにするために随時

実施の方法を検討します。 
 

１. 放射線に関する知識普及と会員への情報提供 

継続して「みんなのくらしと放射線知識普及実行委員会」に参加し、学生や一般市民などへの放射

線の知識普及活動を行います。ONSAはこの活動を行うための重要な役割を担います。 

放射線科学研究会（年 3回、第 85回は本ニュースに案内掲載）、第 35回放射線利用総合シンポジウ

ム（2027年 1月 25日（月）に開催予定）や施設見学会を開催します。また ONSAホームページ、ONSA

ニュースと電子版を活用して、情報を提供します。 

[ONSA会議室の活用] 会員の企画によるミニ研究会（出席者 10人前後、Online開催も可能）やミ

ーティングをサポートします。ご希望があればご相談ください。 

2026年度の ONSAの事業のご紹介 
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２．委託業務、調査・研究などの受け入れ 

行政機関、公設研究機関、民間などから調査や研究などを受託します。是非ご相談ください。 
 

３. 放射線関係団体、行政との連携活動 

全国の団体との連携、実行委員としての活動を行います。 
 

４. 放射線利用に関する優れた研究・活動の顕彰と支援 

放射線や放射性同位元素等に関わる優れた研究・活動の奨励のために ONSA賞を贈ります。広く企

業、学校、研究機関などにおいて、関係する研究、産業における利用の促進や普及、または人材育成

での優れた業績を対象としています。 
 

５. 技術相談 

放射線利用機関の紹介や、放射線被ばくなどの技術相談を受けています。 
 

６. 専門部会の設置と活動 

既に設置されている 5つの専門部会による活動と新たな設置、会員増によるこれらの活性化を図り

ます。 
 

7. その他の活動 

一例として、新たに開発された便利で高性能なペルチェ冷却型霧箱を受託販売しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 受賞の挨拶 

このたび、このような名誉ある大阪ニュークリアサイエ

ンス協会賞（ONSA賞）を賜り、大変光栄に存じます。日々

の臨床の中で積み重ねてきた研究をこのような形で評価し

ていただき、大変励みになっております。本研究にご指導、

ご協力いただいた先生方をはじめ、多くの皆様に心より感

謝申し上げます。 

私の研究テーマである放射線治療は、この 20年で飛躍的

な進歩を遂げてまいりました。小病変に高線量を集中的に

照射する定位放射線治療の普及や、強度変調放射線治療

（IMRT: Intensity Modulated Radiation Therapy）、回転

型強度変調放射線治療（VMAT: Volumetric Modulated Arc 

Therapy）の登場により、放射線を可能な限り病変へ集中さ

せることが可能となりました。その結果、放射線治療の治

療成績は大きく向上しております。 

大阪ニュークリアサイエンス協会賞受賞者のことば 

 

地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター  

医療技術部 放射線部門 放射線腫瘍科               副技師長 上田悦弘 

受賞課題：高精度放射線治療の臨床応用に関する研究―固定・画像誘導・線量評価およびAI

治療計画技術の総合的検討―  
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私は、こうした技術の力を臨床現場で最大限に引き出すことを目標に、2007 年の入職以来、研究

を続けてまいりました。研究のアプローチは大きく二つあります。 

一つは、放射線治療装置を適切に活用し、より高い精度で病変へ線量を集中させるための研究で

す。しかし、治療装置の精度がいかに高くても、患者さんが動いてしまえば、放射線を本来照射す

べき位置から外してしまう可能性があります。そこで、もう一つの重要なアプローチとなるのが患

者側の研究です。患者さんをいかに再現性良く治療用ベッドへ固定できるか、また治療中にどの程

度体位や臓器の変化が生じるのかを定量的に評価することです。この二つの研究は、日々の臨床現

場があってこそ取り組むことのできるテーマであり、高度化する放射線治療技術を安全かつ正確に

患者さんへ提供するためには欠かすことのできないものと考えています。 

現在、AI 技術の発展により医療現場は大きな転換期を迎えています。AI は非常に有用な技術で

すが、その価値を最大限に引き出すためには、臨床現場に適切な形で導入し、安全かつ効果的に運

用していくことが重要です。その橋渡しを担うことこそ、私たち現場で働く医療人の重要な役割で

はないかと考えております。最後になりましたが、これまで私の研究活動を支えてくださった多く

の皆様に心より感謝申し上げます。大阪国際がんセンターでともに放射線治療を支えてきた医学物

理士・診療放射線技師の皆様、放射線腫瘍科の先生方をはじめ、日本放射線技術学会でともに研究

に取り組んできた先生方、さらに、日本の放射線治療技術の標準化に向けて挑戦を続けている放射

線治療かたろう会世話人会の皆様など、多くの方々のお力添えがあって今日があります。 

今後も、放射線治療のさらなる発展と患者さんへのより良い医療の提供に貢献できるよう努めて

まいります。引き続きご指導、ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

略歴： 

2005 年 3月 大阪大学 医学部保健学科 放射線技術学専攻 卒業 

2007 年 3月 大阪大学 大学院医学系研究科 保健学専攻 前期課程修了 

2007 年 4月 大阪府立病院機構 大阪府立成人病センター 入職 

2012 年 10月 大阪府立病院機構 大阪府立成人病センター 研究員兼務 

2013 年 10月～12月 米国インディアナポリス大学にて招聘研究員 

2017 年 3月 大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 入職 

2024 年 4月 大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター医療技術部放射線部門 副技師長 

 

研究分野： 

放射線治療 

 

 

 

 

 

 

 

★ 受賞の挨拶 

この度は，栄誉ある大阪ニュークリアサイエンス協会賞（ONSA賞）を賜り，誠にありがとうござ

います．本賞の選考に携わられた先生方をはじめ，日頃より研究をご指導いただいております多く

の先生方，共同研究者の皆様，ならびに関係者の皆様に，心より御礼申し上げます。 

 私は，医学物理士として，臨床・研究・教育に従事しており，主に高精度放射線治療における治

療計画の立案と，医療用直線加速器（リニアック）などの放射線治療装置の品質管理業務に携わっ

ております．放射線治療は，画像誘導放射線治療，強度変調放射線治療，定位放射線治療，さらに

は即時適応放射線治療といった高精度放射線治療技術の発展により，これまで大きな進歩を遂げて

京都大学医学部附属病院 放射線治療科  

特定助教 足立 孝則 

 

受賞課題：画像駆動型個別化放射線治療を実現する予後予測と臓器動体解析の統合基盤構築 
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きました．これらの技術革新により，腫瘍へ線量を集中しながら

正常組織への線量を低減する治療が可能となり，放射線治療の精

度と安全性は飛躍的に向上してきました． 

 一方で，個々の患者に真に最適化された放射線治療を実現する

ためには，腫瘍内不均一に由来する生物学的な個別性と，呼吸や

臓器変動に伴う物理学的な不確実性の双方を適切に捉える必要

があります．これらは，個別化放射線治療を実臨床へ展開する上

で，依然として重要な課題であると考えています． 

 本研究では，医用画像から得られる多様な情報を基盤として，

人工知能やデータ駆動型解析技術を活用し，腫瘍の特性を反映し

た予後予測と，治療中の臓器変動を捉える動体解析を統合するこ

とで，画像駆動型個別化放射線治療を支える基盤の構築を目指し

てまいりました．生物学的な治療戦略の最適化と，物理学的な治療精度の保証を一体的に考えるこ

とで，次世代の高精度放射線治療の発展に貢献してまいりたいと考えております． 

 今回，このような研究に対して大変名誉ある賞を賜りましたことは，身に余る光栄であるととも

に，今後の研究をさらに発展させていく上で大きな励みとなります．本賞を励みに，人工知能と高

精度放射線治療技術を融合した画像駆動型個別化放射線治療の実現を目指し，患者一人ひとりによ

り安全で有効な放射線治療を届けられるよう，今後も一層精進してまいります． 

 略儀ではございますが，今回の受賞に際しまして，ご関係の皆様に改めて深く感謝申し上げ，御

礼のご挨拶とさせていただきます． 

 

略歴： 

2017年 3月 大阪大学 医学部保健学科 放射線技術科学専攻 卒業 

2019年 3月 大阪大学 大学院医学系研究科 保健学専攻 修士課程 修了 

2022年 3月 京都大学 大学院医学研究科 人間健康科学系専攻 博士後期課程 修了 

  学位：博士（人間健康科学） 

2022年 4月 京都大学医学部附属病院 放射線治療科 特定助教（現職） 

   

研究分野：放射線治療，医学物理，個別化治療，医用画像，予後予測，動体解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 受賞の挨拶 

このたびは、2025年度大阪ニュークリアサイエンス協会賞という大変名誉ある賞を賜り、誠にあ

りがとうございます。ご選考くださいました審査委員ならびに関係者の先生方、大阪ニュークリア

サイエンス協会の皆様に、心より御礼申し上げます。また、日頃より温かいご指導とご支援を賜っ

ております先生方、共同研究者、学生の皆様に深く感謝申し上げます。 

今回ご評価いただきました研究は、「次世代ホウ素中性子捕捉療法の実現のための革新的ホウ素

薬剤および多角的評価基盤の開発に関する研究」です。ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）は、がん細

国立大学法人 京都大学 複合原子力科学研究所 生命量子分析学研究分野 

教授 天滿 敬 

受賞課題：次世代ホウ素中性子捕捉療法の実現のための革新的ホウ素薬剤および多角的評価

基盤の開発に関する研究 
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胞に集積した質量数 10 のホウ素原子と体外から照射される

中性子との核反応を利用する、細胞レベルで高い選択性が期

待されるがん治療法です。一方で、現在臨床で用いられてい

るホウ素薬剤 BPAには、水溶性や腫瘍選択性、また治療薬の

体内動態を正確に予測するための診断技術に課題が残され

ています。 

そこで私たちは、薬学・化学的な視点からホウ素薬剤の分

子設計を見直し、高い水溶性と腫瘍選択性を有する 3BPA 誘

導体の開発に取り組んできました。さらに、治療用ホウ素薬

剤と同一構造をもつポジトロン断層撮像法（PET）用プロー

ブを開発することで、BNCT と PET を精密に結びつけるセラ

ノスティクス基盤の構築を目指しました。このような薬剤開

発と診断技術の一体的な展開を通じて、患者ごとの腫瘍特性

に応じた、より安全で確実な BNCT の実現に貢献できるもの

と期待しています。 

 本受賞を大きな励みとして、今後も薬学・化学の視点を大

切にしながら、BNCT領域の発展に資する成果を一つひとつ積み重ねてまいりたいと存じます。今後

とも皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。このたびは誠にありがとうござい

ました。 

 

略歴： 

2000年 3月 京都大学薬学部薬科学科 卒業 

2002 年 3月 京都大学大学院薬学研究科 修士課程 修了 

2004 年 1月 京都大学大学院薬学研究科 博士後期課程 中途退学 

2004 年 1月 京都大学大学院薬学研究科 病態機能分析学分野 助手 

2007 年 4月 同 助教 

2013 年 5月 トゥルク大学トゥルク PETセンター 客員研究員（同年 9月まで） 

2014 年 4月 国立循環器病研究センター研究所 画像診断医学部 室長 

2014 年 4月 京都大学大学院薬学研究科 病態機能分析学分野 連携准教授（兼任） 

2017 年 4月 大阪薬科大学 生体分析学研究室 教授 

2021 年 4月 大阪医科薬科大学薬学部 生体分析学研究室 教授（大学統合による） 

2025 年 4月 京都大学複合原子力科学研究所 粒子線生物学研究分野 教授 

2025 年 4月 大阪医科薬科大学薬学部 教授（クロスアポイント） 

2026年 2月 京都大学複合原子力科学研究所 生命量子分析学研究分野 教授（研究室名称変更） 

現在に至る 

研究分野： 

放射性薬品化学、分子イメージング学 

 

 

 

 

 

 

 

★ 受賞の挨拶 

この度は、栄誉ある大阪ニュークリアサイエンス協会賞（ONSA賞）を賜り、誠にありがとうござ

います。私は放射線科学の専門家ではありませんが、放射線利用に貢献できる材料を開発できたと

学校法人常翔学園 大阪工業大学 工学部 応用化学科  

講師 松村 吉将 

受賞課題：安全な重金属「ビスマス」を含有するX線遮蔽性透明ポリマーの開発 
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考え、本賞に応募いたしました。分野外からの応募にもかか

わらず、本研究を高く評価していただきました審査委員の先

生方ならびに関係者の皆様に、心より御礼申し上げます。 

私の専門は高分子化学および有機合成化学であり、新しい

機能性材料の開発に取り組んでおります。特に、有機ポリマ

ーと無機元素を分子レベルで複合することで、元素固有の機

能と、有機材料が有する柔軟性、加工性、軽量性、透明性な

どを併せ持った新素材の創製を目指しています。本研究で

は、ビスマスという元素に着目しました。ビスマスは厳密に

は放射性同位体に分類されますが、その半減期は約 1900 京

年と宇宙の年齢を遥かに上回るほど長く、実用上は安定元素

として安全に取り扱うことができます。一方で、高い原子番

号に由来する優れた放射線遮蔽能を有しており、放射線利用

材料として大きな可能性を秘めています。しかし、ビスマス

と有機物との親和性は低く、両者を安定に複合化することは

容易ではありません。そこで分子設計を工夫することで安定

なビスマス含有ポリマーの合成に成功し、無色透明でありながら優れた X線遮蔽性を示す材料を開

発することができました。これらの材料は、放射線医療現場における保護メガネや透明防護部材な

どへの応用が期待されます。 

今後も分子設計や合成技術をさらに発展させ、より高機能な材料の開発に取り組むとともに、高

分子化学の立場から放射線利用の発展に貢献してまいりたいと考えております。また、本受賞を機

に放射線科学についても理解を深め、異分野融合研究へと発展させていきたいと考えております。 

最後に、本研究は山形大学 落合文吾 教授のご指導のもと立ち上げたものです。この場をお借り

して深く感謝申し上げます。 

大阪公立大学・客員教授 ONSA・参与  岩瀬彰宏 

1. はじめに 

前回（第 5章）では、ニッケル基金属間化合物において、高エネルギーイオン照射による結晶構造

変態と、それに伴う表面硬度変化について解説した。本章では、鉄ロジウム（Fe50Rh50）金属間化合物の

磁性が高エネルギーイオン照射によっていろいろと変化する現象について報告する。筆者がこの研究を

始めたのは、大阪府立大学に赴任した直後からである。その当時、私の前任者だった大嶋隆一郎先生が、

FeRh 金属間化合物の高速変形に伴う構造変態の研究をされていた。そこで、変形で構造変態するなら、

放射線照射によっても、結晶構造に何らかの影響が出るのでは、と軽い気持ちで研究を開始した。そこ

で、まず手始めに、大阪府立大学の電子線リニアック加速器を用いて Fe50Rh50 試料を照射し、格子定数

を測ったところ、0.3%（体積にすると１％）と大きく増加した。これは、室温以下では反強磁性を示す

Fe50Rh50が温度を上げていって強磁性に変化するときの格子定数変化と一致する。もしかしたら、電子線

により室温での Fe50Rh50 の磁性が変化したのかもと思い、試料の磁化を測ったところ、確かに反強磁性

―強磁性転移温度が照射により低下し、室温での強磁性が確認された。第１章で触れたように、電子ビ

ONSAレクチャーシリーズ 

高エネルギーイオンビームと物質の相互作用 

―基礎過程から材料改質への応用までー 

(第 6章)高エネルギーイオン照射による金属間化合物の磁性改質 
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ームよりイオンビームのほうがターゲット材料との相互作用が大きいため、より明確な結果が出ると思

われた。そこで、原子力研究所東海研（現、原子力機構・原科研）」や、原子力研究所高崎研（現、量研

機構（QST）高崎研）の高エネルギーイオン加速器を用いて、本格的に研究に取り組むことにした。 

２．高エネルギーイオン照射による Fe50Rh50金属間化合物の結晶構造と磁性の変化 

イオン照射実験は、まず、原研・東海研のタンデム

加速器を用いて 200MeV 領域の Xe イオンを用いて行っ

た。その結果、20K（-253℃）といった低温においても試

料は強磁性を示すことが分かった。このエネルギー領域

の重イオンは大きな電子的阻止能を示すため、当初、こ

の結果は、イオンの飛跡に沿って電子の高密度励起が起

こったためではないかと期待したのだが、その後、色々

なイオン種や広範囲(30keV-2GeV)でのエネルギーのイオ

ンで実験を行った結果、照射によって低温で発現する強

磁性は、イオンとターゲット原子との弾性的相互作用に

よって原子の弾き出しが起こり、結晶構造（原子配列）

が乱れたためであることが判明した。その１例を図１に

示す。イオン種を変えても、実験データは、弾性的相互

作用による付与エネルギーできれいに整理できている。

図１によると、イオンビームからの付与エネルギーが大

きくなると、磁化も増加する。これは、未照射試料では、

温度を上げていくと格子振動（フォノン励起）によるス

ピンの揺らぎが反強磁性・強磁性転移をもたらすとされているが、それとのアナロジーで、イオン照射

によって結晶構造が乱れ、スピン揺らぎが生じた結果であると考えている。さらに付与エネルギーが増

加すると、あるところで磁化は最大値をとり、その後減少していく。これは、Fe50Rh50の結晶構造が、大

きな付与エネルギーによる原子の弾き出しの蓄積で、BCC型（B2）構造から FCC（A1）構造に変化したた

めである。A1構造の Fe50Rh50は常磁性であることが知られているので、A1構造の体積比が増加するにつ

れて磁化が減少したと考えられる。 

 

３．イオン照射後の熱処理効果 

FeRh の熱平衡相図によると、低温における

Fe50Rh50の磁性の熱平衡状態は反強磁性である。従

って、イオン照射によって低温で発現した強磁性

や常磁性は、非熱平衡状態であると考えられる。

第５章において、イオン照射したニッケル基金属

間化合物が示す非熱平衡結晶構造が、照射後の高

温熱処理によって、元の熱平衡構造に回復するこ

とを示したが、Fe50Rh50においても、同じような回

復現象が見られた。結果の１例を図２に示す。

10MeVのヨウ素イオンを 1x1013/cm2照射した場合、

Fe50Rh50は 20Kで強磁性を示すが、熱処理により磁

化は減少し、400℃における熱処理で、磁性も結晶構造も、熱平衡状態の反強磁性、B2構造に回復する。

一方、ヨウ素イオンを 5x1013/cm2照射した場合は、20Kにおける磁性は常磁性、結晶構造は A1構造に変

図１イオン照射によって発現した飽和磁

化の、弾性的相互作用による付与エネル

ギー依存性 

図 2 10MeV ヨウ素イオン照射した試料の飽和磁

化の照射後熱処理温度依存性 
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化するが、熱処理により、いったん強磁性が現れ、その後、反強磁性に回復する。Fe50Rh50のイオン照射

と熱処理による磁性、結晶構造変化を図３にまとめた。図の赤矢印は、各原子のスピンの向きを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．マイクロビームによる局所磁性制御と放射光光電子顕微鏡（PEEM）による観察 

イオンビームによる磁性変化は、ビームの当たった場所だけに生ずるはずである。そこで、QST 高

崎研のシングルエンド加速器からの２MeV プロトンビームをスリットや４重極レンズでマイクロメート

ルスケールに成形したビーム（マイクロビーム）を用いて、Fe50Rh50試料表面に磁性の微細２次元パター

ンの作成を試みた。磁性パターンの観測は、SPring8の 25SUビームラインにおける円偏向 X線を用いた

光電子顕微鏡（Photo Electron Emission Microscopy、PEEM）を利用した。得られた PEEM像を図４に示

す。図４a は、1.4mx1.5m の大きさのマイクロビームを 10m 間隔で照射した試料の PEEM 像である。

マイクロビームと同じサイズの領域の輝度が高く、この領域が強磁性になっていることを示している。

図 4b は、同じく 1.4mx1.5m の大きさのマイクロビームを縦方向、横方向にスキャンして描いたスト

ライプ上の強磁性パターン、図 4cは、幅 1.5mの「FeRh」という強磁性領域でできた文字である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.まとめ 

  本研究結果は、高エネルギーイオン照射と熱処理により、Fe50Rh50の磁性状態を、反強磁性、強磁性、

常磁性と系統的に変化できることを示している。また、マイクロビームによる２次元磁性改質と、イオ

ンのエネルギーを変えることによる深さ方向の磁性制御を組み合わせることによって、磁性の３次元微

細構造の作成も可能であると思われる。これは、トップダウン方式による磁性デバイスの開発に応用で

きる技術として期待できる。 

 

参考文献  

日本語による解説記事を紹介します。さらなる詳細については、各解説記事の引用文献をご覧くだ

さい。Ctrlキーを押しながら下記 URLをクリックすると解説記事が見れます。 

図 3イオン照射と熱処理による Fe50Rh50の磁性、結晶構造変化 

図４２MeV プロトンマイクロビーム照射により作成した Fe50Rh50表面の強磁性パターンの PEEMイ

メージ 
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・岩瀬彰宏、松井利之、堀 史説、鉄ロジウム合金の高エネルギーイオンビームによる磁性改質 

日本金属学会会報 まてりあ 第 50巻 第 6号 247-253 (2011) 

https://doi.org/10.2320/materia.50.247 

・岩瀬彰宏、松井利之、放射光を用いた鉄ロジウム合金のイオンビーム照射誘起構造・磁気変態の研究 

 日本金属学会会報 まてりあ、第 54巻 第 8号 390-397（2015） 

https://doi.org/10.2320/materia.54.390 

 

岩瀬先生への質問がある方は、ONSAへ e-メールでお願いたします。件名を「岩瀬先生への質問」として

ください。 onsa-ofc@nifty.com 

 

 

 

 

 

 

最近発足した部会の活動状況をご連絡します。会員の皆様の積極的な参加を期待します。 

 

1） ONSA ガンマ線照射利用部会 活動報告 

ONSAガンマ線照射利用部会と部会主催「意見交換会」報告 

                                      ONSA 奥田修一 

 コバルト 60 ガンマ線照射利用研究施設の維持が困難になり、関西では、大学の 2 施設が利用を停止

した。この傾向が続くと自由な着想に基づく新しい放射線利用研究の進展や重要な試験研究の遅れが懸

念される。この状況から、一般社団法人大阪ニュークリアサイエンス協会（ONSA）の専門部会として、

「ガンマ線照射利用部会」が 2024年 12月に設置された。この部会では、関連施設の現状を調査すると

共に、一方で活発に利用されている民間の照射施設において、照射条件を柔軟に設定することによる、

基礎研究・試験への応用可能性を探ることを目的としている。 

 この意見交換会は、日本の関連施設の現状を調べ、意見を述べ合う目的で行われたが、これまでほと

んどなかった試みである。開催趣旨やプログラムなどは後に示した。日本の大学における主な施設への

参加要請は、東京科学大学の林崎規託教授の協力によった。 

 この会合の結果、以下のような状況が明らかになった。また今後も互いの連携を継続する必要がある、

との意見で一致した。 

1. ガンマ線照射利用の現状 

ガンマ線照射利用は多様な分野での基礎研究や試験等を目的に継続して行われており、需要も多い。

最近は特に、国の重要な試験対象となっている原子力エネルギーや宇宙関連分野での試験が増加してい

るが、その受け入れは個々の施設における対応に任されているようである。 

2. 利用施設の状況 

多くの大学や研究機関では、照射施設を維持することが非常に困難で、ガンマ線源の高騰からその更

新の見通しがたたない。多くの場合、その重要性を強く認識している施設の責任者が、組織の長に働き

かけて維持の継続をお願いしている状況のようである。 

3. 民間施設の活用に関する新たな試み 

今回関西において民間の施設を代表して参加した株式会社コーガアイソトープは、研究機関とは桁違

いに線源数量が多く、ほぼフルに稼働しているが、必ずしも基礎研究・試験等に適合していない。この

ような利用に協力するために照射場設定の工夫を行っており、今後のモデルとなる可能性がある。 

専門部会活動報告

報告 

https://doi.org/10.2320/materia.50.247
https://doi.org/10.2320/materia.54.390
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4. 将来に向けて 

ガンマ線照射利用施設は、科学技術に極めて重要な基盤施設だが、その維持に費用や人手を要するた

め国の補助が不可欠である。今後基礎研究・試験等のためのガンマ線照射利用を継続できるようにする

ために、今回明らかになった問題点などを取りまとめると共に、その解決に向けて連携協力して国など

に働きかける必要がある。 

 

今回の意見交換会の開催次第概要 

ONSAガンマ線照射利用部会主催意見交換会 

テーマ：日本の主なガンマ線利用研究施設の活動状況について 

主催：（一社）大阪ニュークリアサイエンス協会（ONSA）ガンマ線照射利用部会 

（部会長：阪大産研 武藤俊哉、担当者：ONSA 奥田修一） 

開催日時：2026年5月13日（水）9:15-12:30 

開催方法：OnlineおよびONSA事務局会議室への参加 

参加者：部会員、ONSA会員の希望者、発表者とその関係者、など20名 

 

開催趣旨： 

 ガンマ線照射は、学術研究での基礎、応用や産業において広く放射線利用の基本となってきた。また

原子力エネルギーや宇宙開発など関連して、広く照射試験が行われてきた。しかし維持管理の問題から、

特に大学や研究機関で、施設の利用停止の動きが目立つようになった。今回、日本の照射利用施設の状

況や関西における動きについてご報告いただき、意見交換を 

行って、将来を考える契機とする。 

 

プログラム 

1. はじめに ～ONSAの活動など～  ONSA専務理事 奥田 修一 

2. 開会の挨拶  武藤 俊哉 部会長 

3. 各機関からの発表 発表時間各10-30分と自由な意見交換 進行：武藤 俊哉 部会長 

(1) 大阪大学産業科学研究所のガンマ線照射施設の状況 

大阪大学産業科学研究所 量子ビーム科学研究施設准教授 武藤 俊哉 

阪大産研量子ビーム科学研究施設の概要、ガンマ線照射設備の利用状況、課題と展望。 

(2) 東京科学大学千代田テクノルコバルト照射施設の状況 

東京科学大学ゼロカーボンエネルギー研究所教授 林崎 規託 

施設の利用、管理状況やネーミングライツなど。 

(3) 株式会社コーガアイソトープのガンマ線照射施設の状況と新たな取組 

(株)コーガアイソトープ 取締役 廣庭 隆行 

コーガアイソトープの施設の状況、基礎研究や試験への活用のための取組など。 

(4) QST（高崎）量子技術基盤研究所のコバルト60ガンマ線利用施設の状況 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 高崎量子技術基盤研究所 

先進ビーム利用施設部照射施設管理課 課長 長澤 尚胤 

  コバルト60ガンマ線利用施設の利用状況、課題と展望。 

(5) その他の施設からの報告 

名古屋大学コバルト60ガンマ線照射施設の今後について 

     名古屋大学未来材料・システム研究所材料創製部門 材料プロセス部 熊谷 純 
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九州大学加速器・ビーム応用科学センター ガンマ線照射装置の現状 

        九州大学工学部技術部 設備・情報技術室 大型設備管理班 赤司健太 

産総研γ線照射施設の状況と今後の対応 

産総研計量標準総合センター分析計測標準研究部門放射線標準研究グループ 

石井隼也、加藤昌弘 

4. 意見交換 進行：武藤 俊哉 部会長 

それぞれの発表の後、その内容に関する熱心な質問･討論が行われたが、ここでは主に共通する話題

について自由に意見が交わされた。 

5. 閉会の挨拶  東京科学大学 林崎 規託 教授 

 

 

2） ONSA イオンビーム利活用専門部会 活動報告 

 

・2025年 12 月 19 日 2025年度第 1 回専門部会（WEB開催） 

参加者 伊藤部会員、奥田部会員（ONSA専務理事）、義家部会員（ONSA技術顧問）、岩瀬部会長 

1） 活動方針にいて検討された。その結果、趣意書を作成することになった。趣意書はその後メールで

のやり取りの結果、以下のように決定した。 

 

ONSAイオンビーム利活用専門部会発足趣意書 

イオンビームを用いた物性・材料、育種、医療等における研究開発は、学術及び、社会実装分野にお

いて精力的に進められており、特筆すべき成果も多く輩出されている。一方、イオン加速器施設の老朽

化や廃止、ユーザーの固定化・減少化、本分野関連学会における講演数、若手研究者の減少など問題点

も多い。 

これら現状を踏まえ、関西および近隣地区におけるイオン加速器施設関係者、イオンビームユーザー

が集い、イオンビームのさらなる利活用を目指して、イオンビーム関連研究の情報共有・新規研究テー

マの開拓を図るとともに、上記問題点を解決すべく、議論の場を設けることは喫緊の課題である。 

以上の目的のため、（一社）大阪ニュークリアサイエンス協会（ONSA）のもと、「イオンビーム利活用

専門部会」を発足させる。ONSAは、これまで、関西および近隣地域を中心に、各種研究会や見学会、ONSA

賞授与など、放射線利活用に関する研究開発・教育の普及・啓発活動を行ってきた。これら長年の実績

を活かし、本専門部会は上記の目的達成に取り組む。 

 

・2026年 5月 21 日 2026年度第 1 回専門部会（WEB開催） 

参加者 伊藤部会員、鵜野部会員、尾崎部会員、奥田部会員（ONSA専務理事）、義家部会員（ONSA技術

顧問）、岩瀬部会長 

１．新メンバー紹介  鵜野部会員（住重アテックス）、 尾崎部会員（関西学院大学） 

２. 今までの活動記録の紹介 

３.これからの活動、イオンビーム利用分野の問題点など自由討論 

3-1 イオンビーム利用分野におけるドクターコース（博士後期課程）大学院生の激減について 

3-2 今後の活動について 

当面、以下のようなテーマで討論会、ミニ研究会を開催してはどうかという意見があった。 

✓ 原子力分野におけるイオンビーム利活用 

✓ イオンビームによる材料物性基礎研究の今後 

また、イオンビーム関連分野における若手研究者の育成、イオン加速器の老朽化対策なども重要な課
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題であるが、急がずじっくりと議論していくべきとの指摘があった。 

 

・2026年６月 22日 第８４回 ONSA放射線科学研究会（専門部会共催） 

若狭湾エネルギー研究センターにおけるイオンビーム利活用研究というサブタイトルで開催され、若

狭湾エネルギー研究センターのメンバーによる６件の講演が行われた。WEB 参加者は約 50 名であった。 

                                    文責 義家敏正 

 

 

 

 

 

 

 

若 狭 湾 エ ネ ル ギ ー 研 究 セ ン タ ー に お け る イ オ ン ビ ー ム 利 活 用 研 究  

2026 年６月２２日（月） 13:30-17:00 

開 会 挨 拶   大阪ニュークリアサイエンス協会          専務理事 奥田修一 

          ONSAイオンビーム利活用専門部会                   部会長 岩瀬彰宏 
 

1. 若狭湾エネルギー研究センター（エネ研）の概要 

                          若狭湾エネルギー研究センター 所長 小井 衛 

エネ研の概要（研究開発、産業支援、人材育成・交流）、加速器（イオンビーム）等を用いた研究分野お

よび公募型共同研究、加速器利用系装置等の利用、技術支援・相談等の制度について紹介された。 

 

2. エネ研のイオン加速器および利用系 

若狭湾エネルギー研究センター 加速器室長 羽鳥 聡  

エネ研が有する３台の加速器（シンクロトロン、タンデム、イオン注入器）および加速器利用系装置の

紹介や、安定運転・効率化・ビーム開発などへの取り組みについて報告された。 

 

3. 宇宙産業用デバイスの照射耐性試験の現状 

若狭湾エネルギー研究センター 照射支援室長 久米 恭 

宇宙機器用半導体デバイスの宇宙線耐性試験を、JAXAや大学との共同研究、民間企業の依頼照射などに

より実施している。その現状について報告された。 

 

4. ナノ構造化した水素貯蔵材の水素分布のイオンビーム分析 

若狭湾エネルギー研究センター 主幹技師 安永和史 

水素吸蔵合金において、水素の吸蔵量・吸放出温度は重要な特性である。イオン注入等により Mg にナ

ノ構造を導入し、水素吸蔵性能に与える効果をイオンビーム分析法等により評価した結果が報告された。 

 

5. イオンビーム育種法による有用新品種開発 

若狭湾エネルギー研究センター 生物資源研究室長 高城啓一 

イオンビームの突然変異原としての特徴と、エネ研の加速器を用いてこれまでに作出した有用品種につ

いて報告された。 

 

6. 陽子線治療を基軸とした集学的治療によるがん治療効果の拡大 

若狭湾エネルギー研究センター 主任研究員  前田宗利 

エネ研のシンクロトロンを用いた高エネルギー陽子線を中心とした集学的がん治療の実現に向けた取

り組みの現状について報告された。 

開催記録第 8 4 回 放 射 線 科 学 研 究 会 報 告  
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第 85回放射線科学研究会のご案内 



ＯＮＳＡニュース       Vol.36-1 

 

- 15 - 

 

 

 

ONSAからのご案内 
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自然・科学研究所は、広く自然と科学についての知見を得ることに務め、自由な視点に基

づく思索により研究を行って、真理を探究することが目的です。この活動のために、2019年

に設立されました。 

人間や生き物を含めた自然を科学で理解しながら、われわれが進む道を明らかにします。 

  

所属学協会 （一社）大阪ニュークリアサイエンス協会（ONSA）（団体会員） 

会員の参加学会など: 

   日本物理学会、日本原子力学会、応用物理学会、日本赤外線学会、非破壊検査協会 

日本加速器学会、大学等放射線施設協議会、放射線照射利用促進協議会 

（一社）量子放射線利用普及連絡協議会、関西原子力懇談会、（一社）近畿化学協会 

ご入会などお問い合わせ先：ONSA 事務局 

自然・科学研究所 

Institute for Nature and Science 

編集後記 
 4 月から、今年大阪公立大学を定年になられた松浦先生に、ONSA の技術顧問をお願いしました。

新しい感覚で ONSAの事業を進めていただけることにご期待ください。 

 梅雨の時期です。昨年は６月中に明けましたが、今年は例年のように７月中頃のようです。お体に

気を付けてください。 

http://onsa.g.dgdg.jp/

